






 17 世紀末から 18 世紀にかけての啓蒙主義時代において、雑誌というものは
大衆に向けて作られたものではなく、「一般にこの種の雑誌は市民層にのみ普及し
た」（エンゲルジング 1985: 99）。読者対象は教養市民に限られ、そのため読者数













であり、『新しいモードと振る舞いに関する新聞』（„Der neuen Moden- und Galan-
teriezeitung[sic!]“）という雑誌である（Krempel 1935: 26 を参照）。しかし、この雑
誌は、約 1 年で廃刊となり、短命に終わった。それから約 30 年が経過し、2 番目
のモード雑誌として 1786 年に『豪奢とモードのジャーナル』（„Journal des Luxus 
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und der Moden“）が登場する1)。この雑誌は 42 年間にわたり発行され、「最盛期に
は一つの版が 2250 冊に達し […] 少なくとも 2 万 5 千人の読者」（Kuhles 2000: 
489）がいたと見積もられ、現在のベストセラーに値すると言われている（Kuhles 
2000: 489 及び、Kröll 1979: 162 を参照）。「週刊誌や月刊誌が 2、3 年続けて発行さ















                                                                 
1) このモード雑誌はタイトルの変更が何度か行われているが、『豪奢とモードのジャーナ
ル』（„Journal des Luxus und der Moden“）が最も長く使用されていたため、本論文ではこ
のタイトルを用いることとする。 
2) 芹澤（2013）では、この『豪奢とモードのジャーナル』の 1786 年と 1814 年の服装記
事を文体的に分析した。その結果、用いたサンプルテクストに限ってのことではあるが、
1786 年のテクストは事柄に方向づけられた書き方の傾向性、一方 1814 年のテクストは
読者に方向づけられた書き方の傾向性が確認できた。 
3) 芹澤（2014）では、この Ágel/Hennig（2006）の測定モデルに依拠して話しことば性と
いう観点から 16 世紀中頃から 17 世紀初頭の報道を目的とする印刷物、すなわち 1549 年
の「最新報告（最新の出来事について書かれた一枚刷りの印刷ビラの総称であり、多く
の場合挿絵が付随している。このような印刷物は 16 世紀半ばから 17 世紀半ばにかけて
多く刷られ、ドイツにおける新聞の先駆けとして重要な役割を演じた。）」1610 年の「最
























































































































































現代の             （46%）X    Y（30%）    カント 
音声談話テクスト                          『プロレゴメナ』 













にテクスト X と Y があると仮定する。テクスト X の話しことば性は 46%あり、
テクスト Y は 30%あるとする。この数値を相対的に比較するために座標時軸に位
置づけると、テクスト Y よりもより左に、つまり話しことば性 100%の極により
近い距離に位置づけられているテクスト X は、話しことば性が高いということに






テクスト同士の比較が可能となることである。（Ágel and Hennig 2006: 35） 
 
Koch/Oesterreicher（1985）のモデルでは、既に例として示した f「個人的手紙」
と i「講演」の比較の際に、たしかに f の方が話しことば性がおおよそ高いことを
示すことができる。しかし実際に f と i とがどの程度離れているのかという点に


























                                                                 
5) 自由テーマの例として挙げられているのは、Hermann und Karl für die macht es eine 




6) 付け足しの例としては、in der Underpfaltz sunsten wonhafft wahr zur Neystatt bey der 
großen Linden における zur Neystatt bey der großen Linden である。つまりこれは、「右側の
文周縁部にある非統合的な構造であり、先行文の投影構造の構成要素ではなくて、むし
ろ、既に実現された投影構造の要素が、付け足しによって精密化される」と定義されて
いる（Ágel/Hennig 2006: 39 を参照）。 
7) Ágel/Hennig は、文の周縁にある構造（Satzrandstruktur）を原則的に非統合的としてい
る（Ágel/Hennig 2006: 53）を参照。 




9) 本論文の巻末に、この 3 つのテクストの全文と日本語訳を挙げた。 
話しことば・書きことばの程度をどのようにして測定するか？ 
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表 1 分析対象の基本情報 
 テクスト A テクスト B テクスト C 
年代、月号 1786 年 1 月号 1786 年 2 月号 1786 年 6 月号 
総単語数 229 248 286 
 
3.1. ミクロレベルでの分析 
では、テクスト A（1786 年 1 月号）、テクスト B（1786 年 2 月号）そしてテク
スト C（1786 年 6 月号）を、Ágel/Hennig（2006）の測定法によって分析を始めて
みよう。まずは、語・句のミクロレベルである。Ágel/Hennig が定めた基準に従い、
「近いことば性」の要素を数え上げた結果、テクスト A では「近いことば性」の




た。テクスト C では動詞に関する要素の他に、wir などの人称代名詞（「人称の直
示性（Personaldeixis）」）が「近いことば性」の要素として観察された。以下にテ
クスト C の例を示す。 
 
（本文）Wir   liefern eine dergleichen Baigneuse auf Taf. XVII. fig. 2. 
（分析）→「人称の直示性」 →「時制の直示性」 
 








2006: 58 を参照）。 
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表 2 ミクロレベルでの近いことば性の値 
 テクスト A テクスト B テクスト C 
年代、月号 1786 年 1 月号 1786 年 2 月号 1786 年 6 月号 
総単語数 230 248 286 
近いことば性の 
要素 
18 18 24 
ミクロレベルの 
近いことば性の値 









x（Elementar-Satz x）」と分類される。例えば 6 月号のテクスト内にある以下の文
„Eine von der schönsten und simpelsten Form ist eine Toque à la Turque, die wir auf Taf. 
XVIII. hier liefern.“では„Eine von der schönsten und simpelsten Form ist eine Toque à 







すように動詞を伴わない表現がいくつかみられた。例えばテクスト A の „Hüthe 
trägt man jezt außerordentlich groß, und zu jedem Anzuge, nur nicht zur grande parure; 
häuffig Stroh-Hüthe mit hohem Kopfe, mit farbigem Bande eingefasst; um den Kopf ein 
                                                                 
11) Ágel/Hennig によればこの Elementar-Satz1 は「非従属文もしくは支配する文（すなわち
全ての単一文もしくは主文）」であり、すなわち「第一レベル（erster Grad）」の基礎文の
ことであり、それ以外は副文とされている（Ágel/Hennig 2006: 64 を参照）。 
12) これ以降、話しことば的な文相当表現を NNS と表す。 
話しことば・書きことばの程度をどのようにして測定するか？ 
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oder zwey dergleichen breite Bänder, oder eine dicke Binde von Farben-Flor,“ における、
„häuffig Stroh-Hüthe mit hohem Kopfe, mit farbigem Bande eingefasst“ や „ um den 





ば性が高いことなる）。例えば、1786 年のテクストには 2. Hüthe「2. 帽子」（1786: 
17）といった見出し語が確認された。さらに I-UBS とは、「別の基礎文によって








表 3 マクロレベルにおけるそれぞれの値 







テクスト A 229 5 16 8 8 1 0 
テクスト B 248 0 24 18 6 - - 
テクスト C 286 0 30 21 9 - 0 
 










テクスト A 40.95% 7.53% - -33.99% 
テクスト B - 62.62% - -32.38% 
テクスト C - 47.59% - -18.85% 
                                                                 
13) 名詞文（Nominalsatz）としてとらえ、コプラの省略とも考えることも可能だが、本分


















表 5 マクロレベルの 4 つの平均値 
 テクスト A テクスト B テクスト C 
マクロレベルの値 4.83% 15.12% 14.37% 
 










表 6 最終的な「近いことば性」の値 
 テクスト A テクスト B テクスト C 
ミクロレベル値 12.48% 9.59% 14.29% 
マクロレベル値 4.83% 15.12% 14.37% 
最終的な近いこ
とば性の値 
8.66% 12.36% 14.33% 
 





















る座標軸を考案してみた。テクスト A を描いた図 1 を参照いただきたい。 
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図 1 テクスト A の「近いことば性」から形成される三角形 
 




































図 2 テクスト B の「近いことば性」から形成される三角形 

















る。このテクスト B を下部偏重三角形タイプと呼んでおく。 








図 3 テクスト C の「近いことば性」から形成される三角形 
 









































い切れないことがわかる。例えばテクスト A には、以下のような一文がある。 
 
1）Hüthe, trägt man jezt außerordentlich groß, und zu jedem Anzuge, nur nicht zur 
grande parure; häuffig Stroh-Hüthe mit hohem Kopfe, mit farbigem Bande eingefasst; 
um den Kopf ein oder zwey dergleichen breite Bänder, oder eine dicke Binde von Far-
ben-Flor, die mit einem Perlen-Knopfen gefaßt, und hinten in eine große Schleife ge-
bunden wird, davon die Enden zwey bis drey Finger breit über den Rand des Huthes her- 









この一文は 66 語から構成されている。また、テクスト C においても 45 単語で
構成された以下のような一文が書かれている。 
 
2） Sie ist von weißen gestreiften Flor-Linon, hat vorn rund herum kleine Perlen-Gehänge, 
und an der lincken Seite ein Paar Doppel-Festons von größern Perlen; die Flügel hängen kaum 
bis zu den Schultern herab, und drauf sind ein Paar grüne Perlen-Zweige und ein Zweig 
kleine Blume gesteckt. 
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Toque a la Turque（文中の Sie）は、白い縞模様のガーゼリボンでできており、前方で
は周囲に小さな真珠の下げ飾りがあり、左側には大きな真珠でできた一対の二重花綵
があります；羽はかろうじて肩まで達する程度にたれ下がっており、その上には一組












































（2006）のモデルに依拠して測定した。その結果として、テクスト B（1786 年 2













テクスト(A) Journal der Moden (1786): Weibliche Kleidung. 
http://zs.thulb.uni-jena.de/receive/jportal_jparticle_00085474 
テクスト(B) Journal der Moden (1786): Weibliche Kleidung. 
http://zs.thulb.uni-jena.de/receive/jportal_jparticle_00085465 
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2. Hüthe, trägt man jezt außerordentlich groß, und zu jedem An-
zuge, nur nicht zur grande parure; häuffig Stroh-Hüthe mit ho-
hem Kopfe, mit farbigem Bande eingefasst; um den Kopf ein 
oder zwey dergleichen breite Bänder, oder eine dicke Binde von 
Farben-Flor, die mit einem Perlen-Knopfen gefaßt, und hinten in 
eine große Schleife gebunden wird, davon die Enden zwey bis 
drey Finger breit über den Rand des Huthes herabhängen. Auf 
der linken Seite eine Touffe von vier kurzen weißen Federn, aus 
welcher eine große ferbige Schwung-Feder heraussteigt, die 
Follette oder la Dominante heißt, (Tab. 1. No. 1.) Meist ist die 
Garnitur des Huthes von der Farbe des Kleides; außer wenn 
zwey Mode-Farben, wie in T. 1. No. 1. violet und dunkelgrün 
(gros verd ) zusammentreffen. Auf Hüthen die mit Atlas, Taft 
oder Flor überzogen sind, trägt man Band, Flor und Blumen, 
sowohl Guirlanden als einzelne Zweige. Der Huth mit der gro-
ßen Schleife auf T. 2. heißt à la Cheruhin. Zum Deshabille tra-
gen die Damen gewöhnlich runde englische Castor-Hüthe, oder 
Jackey en Ourson, schwarz oder grau, mit hohen und oben plat-
ten Kopfe, (á forme carree) die Krämpe 5 bis 6 Zoll breit; ent-
weder Kopf und Krämpen ganz rauch, oder nur mit einem rau-
chen Rande. Um jenen wird meistens ein schwarzes Band mit 
einer brillantirten Stahlschnalle, die an der Seite auf einer großen 
Band-Rose liegt; um letzteren aber bunte Mode-Bänder mit 










ます。左側には 4 本の短くて白い羽飾りからなる房があり、そこから Follette も





ます。T2 にある大きなリボンの付いた帽子は a la Cheruhin と呼ばれます。女性は
帽子を脱ぐときのために、通常円形のイギリスのビーバーハットを被ります。そ
れは Jackey en Ourson とも言う帽子であって、それは黒色もしくは灰色で、高く




































Die erste (so wie auch die andere) hat eine accomodage à deux boucles, 
und den Chignon unterwärts aufgeschlagen. Sie trägt eine Haube a la 
Laitiere mit einem dunkelgrünen Bande; Ohren-Ringe en plaquettes; 
ein einfaches Halstuch von Italienischen Flor; ein fourreau à 
l’Angloise mit Kragen, hell violett, mit weißen Bande, a la Feanette, 
eingefaßt, und vorn mit einer dunkelgrünen Bandschleife gebunden. 
Die zweyte trägt eine Haube à la Figaro, von Ital. Flor, mit einer 
weißen und violetten Schwungfeder; mitten über die Haube läuft ein 
schwarzes Sammt-Band oder barrière mit weißen Perlen besetzt, 
und an der linken Seite hängen zwey Perlen-Schnuren frey 
schwebend herab. In den Ohren hat sie große anneaux unis, und 
um den Hals ein sehr reiches Halstuch à gorge angloise. Dieß 
besteht eigentlich aus zwey besondern Stücken, nemlich gorge 
angloise und dem Halstuche mit doppelten Kragen. Die gorge 
angloise, welche von Italienischen Flor, vorn ganz zu ist, und oben 
um den Hals mit einem kleinen Henri IV. anschließt, wird zuerst 
umgethan, und im Nacken mit dem sehr langen rosenfarbnen 
Bande zugebunden. Dann folgt das Halstuch, dessen oberer 
schmaler Kragen von weißen Atias, der untere aber von gaze 
soufflce, und einer wie der andere mit belegtem Flor garnirt ist. 
Das Halstuch, welches vorn offen, wird unter der gorge angloise 
zusammengesteckt, diese etwas voll darüber herausgezogen und 
gepufft, und dann das lange rosa Band von hinten hervor leicht 
darum geschlungen und vor der Brust in eine Schleife gebunden. 
Das fourreau so sie trägt ist von Atlas couleur de bronze. (1786: 




最初の女性は（もう 1 人とも同様に）2 つのブークレ織の accomodage を身につけ
ており、シニョンは下の方で巻きあげられています。彼女は暗緑色のリボンがつ




2 人目の女性は、イタリア産のベール製で、白と紫色の羽飾りが付いた縁なし帽 a la 




華なスカーフ gorge angloise をつけています。これはそもそも二つの別個の部分
（スカーフ）から成っており、すなわち、gorge angloise と二重の襟のついたスカ
ーフで構成されています。イタリアのベールでできており、前で完全に閉じ、そ





いスカーフは、gorge angloise の下で留められており、gorge angloise はいくらかふ
っくらとそこから引き出され、ふくらみをつけられ、そしてさらにこの長いバラ
色のリボンは後ろから前へその周りに軽く巻き付けられ、そして胸の前でリボン































Man ist jezt in Paris in dem Geschmacks alle Hauben ungeheuer groß zu 
tragen, und den Flor auf dem Kopfe oder den Capot in gewißen For-
men zu puffen. So hat man Poufs de gaze en rocher, wo der Flor wie 
Felsenflippen und Gletscher in Berg und Thal geformt ist; oder 
à pointes de Diamans, wo er in lauter Facetten und Rauten er-
scheint u. s w. Diese neue Erfindung ist von der berühmten Putzmache-
rin Dlle. Roussand, Mde. de Modes, rue du Theatre francois. Die weiten und 
langen Flor-Schleyer welche hinten bis zur Taille hinab hangen, 
sind beynahe so groß, daß sich eine Dame so gut als in einen 
Mantel hineinwickeln könnte. Vorzüglich groß sind sie an den 
Baigneusen, die man jezt gewöhnlich zu Pierrots oder en Négli-
gé trägt. Wir liefern eine dergleichen Baigneuse auf Taf. XVII. 
fig. 2. Sie ist von klaren Flor, mit großen Schleyer der hinten bis zum 
Gürtel herabhängt. Vorn über der Stirn steht eine große gesperrte 
Schleife von Citron-Bande mit schwarzen Saume; davon die bey-
den Enden auf die Schultern herabfallen. Sie kleiden gewißen Gesich-
tern und Figuren sehr gut. — Indeßen ist doch der Geschmack an den 
großen Hauben in Paris nicht allgemein, und man trägt auch welche von 
mittler Größe die sehr schön sind. Eine von der schönsten und simpelsten 
Form ist eine Toque à la Turque, die wir auf Taf. XVIII. hier liefern. 
Sie ist von weißen gestreiften Flor-Linon, hat vorn rund herum 
kleine Perlen-Gehänge, und an der lincken Seite ein Paar Dop-
pel-Festons von größern Perlen; die Flügel hängen kaum bis zu den 
Schultern herab, und drauf sind ein Paar grüne Perlen-Zweige und ein 
Zweig kleine Blume gesteckt. Unsere Leserinnen werden aus der 






けられています。例えば Poufs de gaze en rocher がついています。なぜならその紗は
岩山（の留め具）や、山や渓谷にある氷河のように形成されているためです。もしく
は a pointes de Diamans がついています。なぜならそれはまじりけのない研磨面や
菱形模様で現れているからです。このような形状等があげられます。この新しい





















Wie kann Mündlichkeit/Schriftlichkeit gemessen werden? 
―Methodische Überlegungen am Beispiel von Texten aus deutschen  
Modezeitschriften des späten 18. Jahrhunderts 
MADOKA SERIZAWA 
1786 erschien die erste Ausgabe des „Journals des Luxus und der Moden“, der 
zweiten Modezeitschrift Deutschlands. Man schätzt, dass die Zeitschrift mindestens 
25000 Leser hatte (vgl. Kuhles 2000), weshalb sie, gemessen an den Leserzahlen anderer 
Zeitschriften der Zeit, als Bestseller angesehen werden kann.  
In dieser Arbeit möchte ich drei Texte aus der frühen Zeit des „Journals des Lu-
xus und der Moden“ (nämlich von Januar, Februar und Juni 1786), die alle weibliche 
Kleidung, vor allem Hüte oder Hauben, zum Thema haben, miteinander vergleichen und 
dabei untersuchen, ob es Unterschiede zwischen diesen Texten gibt. Dabei analysiere ich 
diese Texte in Hinblick auf ihre „Nähesprachlichkeit/Distanzsprachlichkeit“ (Ágel/Hennig 
2006). 
Für die Messung der Nähesprachlichkeit wird der Untersuchungsgegenstand in 
zwei Ebenen gegliedert, und zwar in eine Mikroebene und in eine Makroebene. Nach 
Ágel/Hennig bedeutet der Durchschnitt der beiden Ebenen den Wert der Nähesprach-
lichkeit des Textes. Mit Hilfe dieses Modells werden in diesem Aufsatz die drei genann-
ten Texte analysiert, wobei der erste Text vom Januar 8.66%, der zweite vom Februar 
12.36% und der dritte vom Juni 14.33% Nähesprachlichkeit ergaben.  
Bei der Messung stieß ich auf eine Reihe von Schwierigkeiten, die zu einigen 
Korrekturen Anlass gaben. Hinsichtlich der Durchschnittsberechnung scheint es auf den 
ersten Blick zwar so, dass es nur einen Wert für den Text gibt, doch da in zwei Textebe-
nen unterschieden wurde, sollten sich auch zwei Werte ergeben. Deshalb schlage ich zur 
Veranschaulichung ein Koordinatensystem mit einer prozentualen Koordinatenachse, d. h. 
einer Längsachse für die Mikroebene (in die obere Richtung) und Makroebene (in die 
untere Richtung) und einer Abszissenachse als Nähesprachlichkeit vor. Wenn man auf 
話しことば・書きことばの程度をどのようにして測定するか？ 
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dieser Koordinatenachse die drei Punkte (jeder sich ergebene Werte der Mikroebene, 
Makroebene und der letzten Nähesprachlichkeit) verbindet, dann erhält man ein Dreieck. 
Mit der Koordinatenachse und dem Dreieck werden alle drei Werte zugleich anschaulich 
gemacht. 
Die zweite Korrektur betrifft die Länge eines Satzes. Nach Ágel/Hennig gehört 
die Länge des Satzes zu einem derjenigen Elemente, das den Wert der Nähesprachlichkeit 
bestimmt, d. h. je länger ein Satz ist, desto geringer ist die Nähesprachlichkeit. Aber das 
ist nicht so einfach zu entscheiden. In meinen Textkorpus gibt es z. B. einen Satz, der aus 
66 Wörtern besteht, der aber im Nachfeld Präpositionalphrasen, Partizipial- bzw. verblose 
Konstruktionen aufweist. Laut Ong (1991) ist ein derart charakterisierter Satz eher im 
mündlichen Sprachgebrauch zu finden.  
Drittens ist die Rolle der Gallizismen in Betracht zu ziehen. In den untersuchten 
Texten gibt es viele französische Begriffe, aber das Modell von Ágel/Hennig berücksich-
tigt keine Fremdwörter. Bekanntlich benutzten im 18. Jahrhundert die höheren Schichten 
Französisch (vgl. Eisenberg 2011). Deshalb sollte man auch die Verwendung von 
Fremdwörtern bei der Untersuchung berücksichtigen. 
Mit der Anwendung des Modells von Ágel/Hennig kann der Wert der Nähe- 
sprachlichkeit in unterschiedlichen Texten ermittelt werden. Doch für eine genauere 
Analyse der Nähesprachlichkeit müssen an diesem Modell noch einige Konkretisierun-
gen und Korrekturen vorgenommen werden.  
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